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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
市
長
に
要
望
書
を
手
交
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重　点　施　策

令和３年度 一般会計当初予算１,３０１億８,８００万円
「直面する危機から市民を守り、暮らしやすく、選ばれるまちをつくる予算」

を可決

　新型コロナウイルス感染症の収束が依然として厳しい中、正副議長及び各会派代表者が市長に要望書を手交しました。
　市民生活を守るための要望事項として、ワクチン接種に係る十分な態勢整備や感染症拡大防止のための適切な施策を
行うとともに、実態に即した効果的な経済対策等を実施するよう求めました。

　３月定例会は３月１日から22日までの22日間の会期で行われ、令和３年度一般会計当初予算など市長提出議案52件、議員提出議案１件、
委員会提出議案１件を審議しました。
　一般会計の当初予算額は、前年度当初比０.７％減の１，３０１億８，８００万円となりました。新年度予算に対する各会派の意見は、
５ページをご覧ください。

Ⅰ　新型コロナウイルス感染症をはじめとする危機への対応
　１　感染拡大防止と医療支援� １億８，２４６万６千円
　　　市内病院の医療提供体制の支援等
　２　感染症の影響を受ける地域経済の下支え� ２９億６，２２５万円
　　　販路拡大や業態転換等に取り組む中小企業の支援等
　３　水害等の自然災害への備えの充実� ２２億１，９１２万９千円
　　　寿町排水ポンプ場の整備等
　４　鳥獣被害対策の推進� ５，７９２万７千円
　　　捕獲活動の強化等

Ⅱ　市民の活力を生み、安心して暮らせる地域づくりの推進
　１　地域共生社会の実現と共助の下支え� １９億２，０２２万５千円
　　　がんばる市民活動の支援（未来を創る市民団体、フードバンク、子ども食堂など）等
　２　医療・福祉の充実と健康づくりの推進� ２４億７，４０２万５千円
　　　多世代健康づくり、生活習慣病予防対策の推進等
　３　子育て支援のさらなる充実� ４０億５，８１８万６千円
　　　長岡版ネウボラ（産前産後サポート）の推進等
　４　安全で快適な生活環境の整備� ２５４億６，０４７万２千円
　　　地域インフラの整備等

Ⅲ　未来への投資と地方分散の受け皿づくり
　１　企業誘致と移住定住の促進� ３億４，５７６万５千円
　　　サテライトオフィスの誘致の促進等
　２　選ばれるまちとしての環境づくりの推進� １２２億８，１１８万３千円
　　　大手通坂之上町地区市街地再開発事業の推進等
　３　イノベーションの推進による地域産業の活性化� ４億６５７万２千円
　　　産業イノベーションの推進（５Ｇの利活用研究、バイオ、ロボット、ＡＩ等の新技術・設備導入支援）等
　４　「新しい米百俵」による人材育成と教育環境の整備� ４１億７，１６５万円
　　　ＧＩＧＡスクール構想（教育のＩＣＴ化）の推進等
　５　長岡の魅力の発信と関係・交流人口の段階的拡大� １７億５，１９２万２千円
　　　ふるさと納税を活用した長岡ファンの獲得等
　６　カ

※１
ーボンニュートラルに向けた取り組みの推進� １２億３，３９２万４千円

　　　循環型社会の実現に向けた研究の推進等

Ⅳ　持続可能な行財政運営プランの着実な推進

※１　カーボンニュートラル：�すべての社会の構成員が、温室効果ガスを削減するよう努力するとともに、削減が困難な部分の排出量すべてを、ほかの場所での排出削減・吸収量で埋め合わせをする取
り組みのこと
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令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

問
　
持
続
可
能
な
行
財
政
の
在
り

方
を
検
討
す
る
有
識
者
懇
談
会

の
議
論
に
つ
い
て
、
本
予
算
に
反
映
さ

れ
た
点
を
伺
う
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
市
税
収
入
へ

の
影
響
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は
ど
う

か
。答

　

急
速
な
人
口
減
少
と
少
子
高

齢
化
が
進
む
中
で
、
サ
ー
ビ
ス

全
体
の
質
を
維
持
し
、
向
上
さ
せ
て
い

く
た
め
に
は
、
各
種
施
策
や
事
務
事
業

な
ど
の
検
証
と
見
直
し
を
絶
え
ず
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
有
識
者
懇
談
会
か
ら

こ
う
し
た
点
を
強
く
求
め
ら
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
人
件
費
の
抑
制
や
施
設
の

管
理
運
営
方
法
の
効
率
化
な
ど
、
歳
出

削
減
の
取
り
組
み
の
一
部
を
予
算
に
反

映
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
市
税

の
大
幅
な
減
収
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、

未
利
用
地
や
廃
止
施
設
の
売
却
、
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
の
積
極
的
な
活
用
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
収
入
の
可
能
性
を
検
討
し
、

歳
入
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

問
　
４
月
１
日
付
け
組
織
改
編
に

つ
い
て
、
近
年
に
な
い
大
幅
な

改
編
に
込
め
た
狙
い
を
伺
う
。

答
　

行
政
組
織
は
、
ニ
ー
ズ
や
課

題
の
変
化
を
的
確
に
捉
え
、
強

化
す
べ
き
点
は
し
っ
か
り
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
。
今
回
は
地
方
分
散
の
受
け

皿
づ
く
り
、
鳥
獣
被
害
対
策
、
行
政
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
３
点
に
重
点
を
置
い
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
移
住
定
住
に
関
す

る
各
政
策
の
調
整
、
情
報
発
信
主
体
や

相
談
窓
口
の
一
元
化
、
増
加
す
る
鳥
獣

被
害
へ
の
総
合
的
対
策
の
強
化
や
対
応

の
迅
速
化
、
長
岡
版
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
実
績
等
を
国
の
デ※

２

ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ

ン
ト
政
策
に
取
り
入
れ
な
が
ら
の
効
果

的
な
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
、
部
署

の
新
設
、
統
合
等
を
行
う
。

支
所
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

問
　
同
一
の
支
所
地
域
の
中
で
も
、

集
落
ご
と
に
人
口
動
態
や
年
齢

構
成
、
生
活
環
境
が
異
な
る
た
め
、
高

齢
化
や
人
口
減
少
の
状
況
を
集
落
単
位

で
可
視
化
し
、
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
う
し

た
分
析
を
市
と
地
域
が
共
有
す
る
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

将
来
を
見
据
え
た
支
所
地
域

の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
ま
ず

は
行
政
と
地
域
が
、
集
落
の
現
状
や
課

題
を
共
に
認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
市
で
は
、
人
口
デ
ー
タ

等
を
見
な
が
ら
人
口
減
少
率
や
高
齢
化

率
が
高
い
集
落
等
に
集
落
支
援
員
を
配

置
し
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
将
来
像
を

話
し
合
う
場
づ
く
り
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
新
年
度
は
集
落
支
援
員
を
６
人
増

員
し
、
全
支
所
地
域
に
配
置
す
る
ほ
か
、

課
題
に
関
す
る
調
査
や
分
析
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
も
進
め
、
地
域
の
実
態
に
合
っ

た
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
。

問
　
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む

中
で
、
支
所
と
地
域
の
連
携
と

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
の
地
域

づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
市
の
考

え
を
伺
う
。

答
　

今
後
の
地
域
づ
く
り
に
お
い

て
は
、
地
域
と
行
政
と
が
お
互

い
の
特
性
や
強
み
を
生
か
し
な
が
ら
連

携
、
協
働
し
、
安
心
し
て
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
地
域
共
生
社
会
が
実
現
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
地
域
の
方
々
か
ら
主
体

的
に
地
域
に
関
わ
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
、
行
政
の
下
支
え
と
な
る
活
動
を
頑

張
る
市
民
や
地
域
活
動
団
体
を
支
援
し

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
共
助
の
基
盤
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

問
　
東
京
電
力
社
員
に
よ
る
他
人

の
Ｉ
Ｄ
カ
ー
ド
使
用
に
よ
る
中

央
制
御
室
へ
の
不
正
入
室
や
７
号
機
に

お
け
る
工
事
未
完
了
で
の
工
事
終
了
の

公
表
な
ど
、
隠
蔽
体
質
が
残
る
東
電
に

原
発
を
動
か
す
資
格
は
な
い
と
考
え
る

が
、
市
長
の
認
識
を
伺
う
。

答
　

市
町
村
に
よ
る
原
子
力
安
全

対
策
に
関
す
る
研
究
会
が
開
催

し
た
実
務
担
当
者
会
議
で
は
、
東
電
に

対
し
て
安
全
対
策
と
信
頼
構
築
に
し
っ

か
り
取
り
組
む
よ
う
に
強
く
求
め
て
き

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
工
事
未
完
了

や
福
島
第
一
原
発
の
地
震
計
の
問
題
な

ど
、
不
正
や
ミ
ス
が
相
次
い
で
お
り
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
よ
う

で
は
、
原
子
力
事
業
者
と
し
て
の
適
格

性
に
欠
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
市
民
の
信
頼
は
到
底

得
ら
れ
ず
、
不
安
の
解
消
は
で
き
な
い

と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
つ
い
て

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て
個

別
接
種
が
可
能
な
協
力
診
療
所

数
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

ま
た
、
市
民
へ
の
周
知
方
法
に
つ
い
て

伺
う
。

答
　

現
在
医
師
会
が
協
力
者
を

募
っ
て
お
り
、
70
件
ほ
ど
の
医

療
機
関
が
手
を
挙
げ
て
い
る
が
、
国
か

ら
の
情
報
不
足
に
よ
り
、
協
力
す
べ
き

か
ど
う
か
判
断
に
迷
う
医
師
も
多
い
と

聞
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

市
民
の
利
便
性
や
円
滑
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
た
め
に
で
き
る
限
り
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
医
師
会
と

協
議
し
て
い
く
。
ま
た
、
市
民
に
伝
達

可
能
な
情
報
が
少
な
い
と
い
う
課
題
も

あ
る
が
、
情
報
収
集
を
し
っ
か
り
行
い
、

正
確
な
伝
達
に
努
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
令
和
３
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て

問
　
教
育
課
程
外
で
の
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
の
推
進
は
、
米
百

俵
の
ま
ち
、
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
長
岡

に
と
っ
て
重
要
と
考
え
る
が
、
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

教
育
課
程
外
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
育

課
程
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
興
味
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
能
力
や
関
心
を

さ
ら
に
高
め
る
た
め
、
な
が
お
か
・
若

者
・
し
ご
と
機
構
が
希
望
者
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
。
現
在
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
対
面

に
よ
り
子
ど
も
た
ち
が
意
見
を
交
わ
し

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
生
か
し
な
が
ら
、

よ
り
興
味
、
関
心
を
喚
起
す
る
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

屋
根
除
雪
に
お
け
る
自
助
、
共
助
、

公
助
の
在
り
方
に
つ
い
て

問
　
市
民
か
ら
排
雪
作
業
の
解
消

や
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
間

の
助
け
合
い
の
必
要
性
な
ど
の
要
望
を

受
け
て
い
る
が
、
地
域
で
活
躍
す
る
除

雪
作
業
に
当
た
る
共
助
組
織
へ
の
支
援

策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

全
市
的
に
町
内
会
へ
の
除
雪

機
の
無
償
貸
与
や
燃
料
費
の
助

成
を
行
い
、
除
雪
活
動
の
負
担
軽
減
と

共
助
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、

特
別
豪
雪
地
帯
の
山
古
志
、
小
国
、
栃

尾
、
川
口
地
域
に
お
い
て
は
、
除
雪
が

困
難
な
世
帯
を
支
援
す
る
共
助
組
織
の

立
ち
上
げ
を
特
に
促
進
す
る
た
め
、
必

要
な
用
具
の
購
入
費
等
の
助
成
を
平
成

30
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
引

き
続
き
町
内
会
や
民
生
委
員
、
集
落
支

援
員
等
と
情
報
共
有
や
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
要
援
護
世
帯
へ
の
除
雪
費
の
助

成
に
加
え
、
各
地
域
に
お
け
る
共
助
の

取
り
組
み
へ
の
支
援
を
し
っ
か
り
と

行
っ
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
政
の

諸
課
題
に
つ
い
て

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
収
束
の
決
め
手
と
な
る
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
課
題
認
識
と
円

滑
な
接
種
に
向
け
た
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

答
　

接
種
に
向
け
た
課
題
に
つ
い

て
、
医
師
や
看
護
師
の
確
保
は

長
岡
市
医
師
会
の
努
力
に
よ
り
一
定
の

め
ど
が
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
か

ら
の
情
報
が
不
透
明
な
中
で
詳
細
な
接

種
体
制
の
構
築
が
で
き
ず
、
ク
ー
ポ
ン

券
の
発
送
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
、
医
師
や

看
護
師
の
配
置
場
所
や
人
数
等
、
具
体

的
な
接
種
計
画
が
立
て
づ
ら
い
と
い
う

こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

市
と
し
て
は
、
国
や
県
か
ら
の
情
報

収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
量
や
供
給
時
期
に
応
じ
た
接
種

計
画
を
立
て
、
希
望
す
る
市
民
が
速
や

か
か
つ
円
滑
に
接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
首
都
圏
に
お
い
て
緊
急
事
態

宣
言
が
再
発
令
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
市
内
の
飲
食
店
等
に
お
い
て
も

売
り
上
げ
が
激
減
し
て
い
る
。
こ
の
現

状
を
認
識
し
、
飲
食
店
等
事
業
所
に
対

し
て
市
独
自
の
一
時
金
の
支
給
を
実
施

し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

と
、今
後
の
経
済
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

回
復
基
調
を
示
し
て
い
た
市

内
の
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業

所
の
業
況
に
つ
い
て
は
、
緊
急
事
態
宣

言
再
発
令
後
、
再
び
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
る
と
危
惧
し
て
い
る
。
本
市
で

は
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

い
ち
早
く
実
施
し
、
新
た
な
消
費
喚
起

を
促
し
て
き
た
。
事
業
者
へ
の
一
時
給

付
金
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

国
や
県
の
制
度
の
活
用
を
ま
ず
は
最
優

先
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

経
済
対
策
に
つ
い
て
、
感
染
症
の
影

響
は
長
期
化
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

本
市
で
は
、
新
た
に
販
路
を
拡
大
し
た

り
、
業
態
転
換
を
進
め
る
制
度
を
創
設

し
た
り
と
、
商
工
団
体
と
と
も
に
消
費

の
循
環
に
注
力
し
て
い
く
。
一
時
給
付

金
の
検
討
も
含
め
、
時
期
に
応
じ
、
更

な
る
経
済
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

大
規
模
災
害
時
の
停
電
対
応
等

に
つ
い
て

問
　
行
政
と
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
が

良
好
な
役
割
分
担
と
緊
密
な
連

携
を
も
っ
て
災
害
対
策
に
当
た
る
こ
と

が
、
市
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
に

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識

を
伺
う
。

答
　

大
規
模
災
害
は
、
行
政
機
関

と
民
間
企
業
、
消
防
団
や
地
域

住
民
等
多
様
な
関
係
者
が
一
丸
と
な
り
、

総
力
を
挙
げ
て
救
助
や
復
旧
に
取
り
組

む
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
現

在
本
市
で
は
、
自
治
体
と
民
間
企
業
な

ど
と
の
間
で
応
援
派
遣
や
、
物
資
の
提

供
や
輸
送
、
情
報
通
信
の
確
保
等
、
お

よ
そ
１
０
０
件
に
及
ぶ
災
害
協
定
を
締

結
し
て
、
万
一
に
備
え
て
い
る
。
特
に
、

社
会
基
盤
の
迅
速
な
復
旧
は
、
市
民
生

活
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、
復
興
を

加
速
さ
せ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
。
復

旧
に
当
た
る
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
と
の
連

携
は
、
災
害
対
策
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
本
市
に
は
避
難
場
所
が
広
範

囲
に
わ
た
り
数
多
く
あ
る
が
、

避
難
場
所
の
停
電
対
策
に
つ
い
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
　

最
近
の
災
害
を
踏
ま
え
る
と
、

避
難
場
所
の
停
電
対
策
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
令
和

２
年
度
に
全
て
の
避
難
場
所
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
ン
タ
ン
を
複
数
配
備
し
、
市
民
が
安

全
に
避
難
す
る
際
に
必
要
と
な
る
最
小

限
の
照
明
を
確
保
し
た
。
ま
た
、
２
４

９
カ
所
の
う
ち
、
地
区
防
災
セ
ン
タ
ー

な
ど
78
カ
所
に
発
電
設
備
を
用
意
し
て

い
る
。
残
り
の
避
難
場
所
に
つ
い
て
も
、

３
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
非
常
用
発
電

機
を
順
次
計
画
的
に
配
備
し
、
照
明
設

備
や
テ
レ
ビ
等
の
情
報
機
器
の
使
用
、

携
帯
電
話
の
充
電
等
が
可
能
と
な
る
よ

う
停
電
対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
者
の
健
康
を
守
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

※２　デジタル・ガバメント：�必要なサービスが時間と場所を問わず、最適な形で受けられる社会などを目指し、行政のＩＴ・デジタル化を進める政府の取り組みのこと

３月定例会３月定例会【16人が一般質問】【16人が一般質問】
主な質問と答弁の要旨を掲載します。

加藤　尚登
（市民クラブ）

山田　省吾
（長岡令和クラブ）

笠井　則雄
（共産党市議団）

大竹　雅春
（市民クラブ）

藤井　達徳
（長岡市公明党）

松野 憲一郎
（長岡令和クラブ）
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柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
問
題

に
つ
い
て

問
　
柏
崎
刈
羽
原
発
に
お
け
る
不

適
切
事
案
に
対
す
る
市
の
認
識

と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

相
次
ぐ
不
適
切
事
案
に
対
し
、

市
町
村
に
よ
る
原
子
力
安
全
対

策
に
関
す
る
研
究
会
で
は
、
事
業
者
に

対
し
、
発
生
の
経
緯
や
再
発
防
止
策
等

に
つ
い
て
の
説
明
と
、
真
摯
な
対
応
を

求
め
る
要
請
文
を
発
出
し
て
き
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
も
不
正
や
ミ
ス
が
発
生

し
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
原
子
力
事

業
者
と
し
て
の
適
格
性
に
欠
け
、
市
民

の
信
頼
は
到
底
得
ら
れ
ず
、
不
安
の
解

消
に
は
程
遠
い
と
考
え
る
。
今
後
も
事

業
者
に
対
し
、
組
織
の
安
全
文
化
に
も

踏
み
込
ん
だ
徹
底
し
た
安
全
対
策
と
信

頼
構
築
の
取
り
組
み
を
強
く
求
め
て
い

く
。
ま
た
、
新
潟
県
の
検
証
の
中
で
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
全
体
に
つ
い
て
、
十

分
確
認
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
お
り
、

原
子
力
事
業
者
と
し
て
の
適
格
性
の
総

合
評
価
が
な
さ
れ
る
よ
う
求
め
て
い
く
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
市
民
の
不
安
が
解

消
さ
れ
な
い
限
り
、
原
発
は
再
稼
働
す

べ
き
で
な
い
と
い
う
姿
勢
を
引
き
続
き

堅
持
し
て
い
く
。

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

踏
ま
え
た
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問
　
更
新
後
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
踏
ま
え
た
公
共
建
築

物
の
配
置
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

従
来
、
公
共
建
築
物
な
ど
住

民
が
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
成
り
立
ち
や
施
設
の
集
積

状
況
、
安
全
性
や
地
元
の
意
向
等
を
総

合
的
に
判
断
し
、
配
置
し
て
き
た
。
今

後
は
、
頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害
等
を
踏

ま
え
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
に
対
す
る
リ
ス

ク
評
価
を
行
い
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
や
リ
ス
ク
回
避
、
軽
減
方
策
を

検
討
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果

を
立
地
適
正
化
計
画
の
防
災
指
針
に
反

映
さ
せ
、
水
災
害
を
は
じ
め
と
し
た
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

医
療
費
削
減
に
向
け
た
歯
周
病

予
防
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

問
　
歯
周
病
検
診
に
お
け
る
受
診

率
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、

市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
受
診
勧
奨
に
対
す

る
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

歯
周
病
検
診
の
受
診
率
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

対
象
者
全
員
の
個
別
通
知
に
歯
周
病
と

生
活
習
慣
病
と
の
関
連
を
示
し
た
チ
ラ

シ
を
同
封
し
た
り
、
歯
科
医
院
に
啓
発

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
り
し
て
、
周
知

啓
発
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
い
か
に
無
関
心
層
の
行
動
変
容

を
促
す
か
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
２
万
１
０
０
０
人
が
登
録
し
て
い

る
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
が
周
知

啓
発
に
有
効
と
考
え
る
た
め
、
検
討
を

進
め
て
い
く
。

問
　
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

へ
の
歯
科
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

導
入
と
職
域
歯
科
検
診
の
推
進
に
つ
い

て
伺
う
。

答
　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

へ
の
歯
科
関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
や
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣

病
の
改
善
を
図
る
上
で
相
乗
効
果
が
期

待
で
き
る
た
め
、
今
後
の
研
究
課
題
と

し
た
い
。

　

ま
た
、
職
域
に
お
け
る
歯
科
検
診
は
、

事
業
主
や
加
入
の
健
康
保
険
組
合
が
取

り
組
む
も
の
と
考
え
る
が
、
企
業
の
健

康
づ
く
り
を
強
化
し
て
い
る
新
潟
県
と

連
携
し
て
職
域
歯
科
検
診
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ケ
ア
の
強
化

に
努
め
て
い
く
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て

問
　
令
和
元
年
10
月
か
ら
の
消
費

税
増
税
や
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る

所
得
の
減
少
が
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
。
保
険
料

の
引
き
上
げ
は
避
け
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
３
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
の
見

込
み
と
市
の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

被
保
険
者
が
減
少
し
て
い
く

中
で
、
国
保
に
係
る
１
人
当
た

り
の
医
療
費
が
年
々
増
え
て
お
り
、
今

後
も
こ
の
傾
向
は
続
い
て
い
く
も
の
と

想
定
し
て
い
る
。
３
年
度
に
つ
い
て
は
、

国
保
会
計
の
財
政
調
整
基
金
を
取
り
崩

し
て
、
保
険
料
は
引
き
下
げ
た
い
と
考

え
て
い
る
。
引
き
下
げ
幅
等
具
体
的
な

内
容
は
、
今
後
７
月
の
本
算
定
の
と
き

に
確
定
し
た
被
保
険
者
数
や
世
帯
数
、

所
得
等
に
よ
り
改
め
て
決
定
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

生
活
保
護
に
つ
い
て

問
　
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
全
国
的
に

生
活
保
護
が
増
え
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
け
る
生
活

保
護
の
新
規
申
請
と
保
護
開
始
の
状
況
、

相
談
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

直
近
の
４
カ
月
で
見
る
と
、

申
請
件
数
、
保
護
開
始
件
数
と

も
前
年
度
を
若
干
上
回
っ
て
い
る
。
た

だ
、
３
年
１
月
末
時
点
の
累
計
で
は
、

生
活
保
護
の
申
請
件
数
が
１
０
６
人
、

保
護
開
始
件
数
が
96
人
と
な
っ
て
お
り
、

前
年
同
時
期
の
申
請
件
数
１
１
８
人
、

保
護
開
始
件
数
１
０
８
人
よ
り
も
下

回
っ
て
い
る
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
国

の
特
別
定
額
給
付
金
や
雇
用
調
整
助
成

金
、
生
活
福
祉
資
金
な
ど
の
各
種
支
援

策
に
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
捉

え
て
い
る
。

　

相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
申

請
件
数
の
増
加
を
見
据
え
、
面
接
相
談

員
と
各
種
調
査
の
補
助
員
を
１
人
ず
つ

増
や
す
と
と
も
に
、
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
の
設
置
に
よ
り
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
保
育
園
の
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て

・
長
岡
市
公
共
建
築
物
適
正
化
計
画

（
案
）に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
見
え
た
諸
問
題

に
つ
い
て

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
福
祉
的
視
点

か
ら
の
雇
用
就
労
支
援
と
社
会

的
弱
者
へ
の
細
か
い
配
慮
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
向
性
等
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

障
害
者
の
就
労
支
援
と
し
て
、

商
工
部
に
障
害
雇
用
係
を
設
置

し
、
福
祉
保
健
部
と
と
も
に
、
部
局
横

断
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
障
害
者
の

就
労
促
進
の
た
め
、
２
年
間
で
約
３
０

０
社
を
訪
問
し
、
就
労
実
習
先
を
50
社

以
上
開
拓
し
た
。
ま
た
、
社
会
的
弱
者

へ
の
細
か
い
配
慮
に
つ
い
て
は
、
障
害

者
就
労
支
援
施
設
で
作
っ
た
商
品
の
販

売
会
の
継
続
開
催
や
、
高
齢
者
の
実
態

把
握
や
見
守
り
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

相
談
対
応
等
き
め
細
や
か
な
支
援
を
継

続
し
て
い
く
。
今
後
も
支
援
が
必
要
な

人
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
各
種
支
援
策

が
行
き
届
く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
権
問
題
に

つ
い
て
、
市
の
現
状
と
取
り
組

み
、
課
題
を
伺
う
。
ま
た
大
人
へ
の
情

※
３

報
リ
テ
ラ
シ
ー
と
人
権
意
識
の
啓
発
、

被
害
者
支
援
に
つ
い
て
市
の
考
え
を
伺

う
。答

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
人
権
問

題
は
、
最
も
重
要
な
市
政
の
課

題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
現
在
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
正
し
い
知
識
や

相
談
窓
口
を
周
知
し
た
り
、
庁
舎
に
人

権
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
り
し
て
、

市
民
に
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
い
る
。

今
後
も
市
と
し
て
人
権
へ
の
配
慮
を
強

く
呼
び
か
け
て
い
き
た
い
。

　

大
人
へ
の
人
権
意
識
の
啓
発
に
つ
い

て
は
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
が
問
題
だ
と

認
識
し
て
い
る
た
め
、
市
と
し
て
何
に

取
り
組
む
べ
き
か
を
検
討
し
て
い
く
。

ま
た
、
被
害
者
支
援
に
つ
い
て
は
、
無

料
の
弁
護
士
相
談
の
機
会
を
設
け
る
こ

と
に
加
え
、
誹ひ

ぼ
う謗
中
傷
の
書
き
込
み
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な

ど
、
先
進
事
例
に
つ
い
て
調
査
と
研
究

を
行
っ
て
い
く
。

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
プ
ラ
ン

に
つ
い
て

問
　
プ
ラ
ン
の
視
点
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
「
サ
ー
ビ
ス
の
高
質

化
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
、

市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

サ
ー
ビ
ス
の
高
質
化
、
つ
ま

り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

人
口
減
少
が
進
み
社
会
経
済
情
勢
が
急

速
に
変
化
し
て
い
く
中
で
、
時
代
の

ニ
ー
ズ
や
、
行
政
課
題
の
多
様
化
や
複

雑
化
等
に
対
応
す
る
た
め
、
発
想
の
転

換
や
新
し
い
技
術
の
活
用
な
ど
を
通
じ

て
効
率
や
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
既
存
の
事
務
事
業
の

見
直
し
や
構
造
変
容
な
ど
を
通
じ
て
、

職
員
や
財
源
が
限
ら
れ
た
中
で
も
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
今
後
の
具

体
的
な
取
り
組
み
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
の
理
解
を
得
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な

見
直
し
が
市
民
や
地
域
の
活
力
の
維
持

に
つ
な
が
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

問
　
大
型
建
設
費
の
増
大
と
公
債

費
の
影
響
に
つ
い
て
、
市
の
認

識
を
伺
う
。

答
　

未
来
へ
の
投
資
で
も
あ
る
普

通
建
設
事
業
の
実
施
は
、
本
市

に
地
方
分
散
の
流
れ
を
引
き
寄
せ
、
選

ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
過
大
な

投
資
は
財
政
収
支
の
不
均
衡
を
招
き
か

ね
な
い
こ
と
か
ら
、
投
資
に
当
た
っ
て

は
財
政
見
通
し
に
基
づ
き
、
適
正
な
投

資
規
模
の
範
囲
内
で
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
財

政
見
通
し
で
は
、
投
資
に
伴
う
後
年
度

の
公
債
費
の
動
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、

収
支
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
投
資
規
模
と

し
、
近
年
と
同
規
模
の
事
業
費
を
基
本

と
し
て
普
通
建
設
費
を
設
定
し
た
。

個
々
具
体
の
投
資
事
業
に
つ
い
て
は
、

毎
年
度
の
予
算
編
成
等
を
通
じ
、
事
業

の
緊
急
性
や
重
要
性
な
ど
を
踏
ま
え
、

総
合
的
に
優
先
度
を
判
断
し
て
進
め
て

い
く
。

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て

問
　
現
在
、
長
岡
市
防
災
会
議
委

員
の
女
性
の
割
合
は
４
％
で
あ

る
。
次
期
長
岡
市
地
域
防
災
計
画
や
第

３
次
な
が
お
か
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画
に
、
防
災
に
お
け
る
女
性
参
画
に
つ

い
て
具
体
的
な
目
標
設
定
を
追
加
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

答
　

災
害
対
策
に
女
性
の
視
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
は
大
切
な
こ

と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
本

市
に
お
い
て
は
、
防
災
会
議
委
員
で
あ

る
女
性
団
体
の
代
表
者
や
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
る
専
門
家
の
女
性
等
、
女

性
の
意
見
を
幅
広
く
聞
き
な
が
ら
災
害

対
策
を
進
め
て
い
る
。
地
域
防
災
計
画

や
第
３
次
な
が
お
か
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
に
、
防
災
分
野
に
お
け
る
女
性

参
画
の
目
標
設
定
を
追
加
す
る
こ
と
に

つ
い
て
も
、
防
災
会
議
の
女
性
委
員
や

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
は
じ
め
と
し
た
若
年

層
等
多
様
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
子
育
て
・
女
性
活
躍
日
本
一

や
選
ば
れ
る
ま
ち
長
岡
の
実
現

の
た
め
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺

う
。答

　

女
性
活
躍
の
推
進
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
目
標
の
一
つ
で
あ
り
、
本

市
に
お
い
て
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
や
男

女
共
同
参
画
の
実
現
、
女
性
活
躍
の
推

進
は
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
令
和
３
年
度
は
市
民
の

声
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
更
な
る
女
性

参
画
の
推
進
や
育
児
休
業
率
の
向
上
に

よ
る
女
性
の
就
業
支
援
等
の
取
り
組
み

を
加
え
た
、
子
育
て
・
女
性
活
躍
日
本

一
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
を
取
り
ま

と
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
強
力
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
デ
ジ
タ
ル
行
政
に
向
け
た
Ｄ※

４

Ｘ
の
推

進
に
つ
い
て

五十嵐 良一
（民成クラブ）

豊田　朗
（市民クラブ）

諸橋　虎雄
（共産党市議団）

田中　茂樹
（市民クラブ）

関　充夫
（長岡令和クラブ）

荒木　法子
（市民クラブ）

議会の臨場感をスマホでも！
　各議員の顔写真の右下にＱＲコードを掲載しています。スマートフォンやタブレットでＱＲコードを読み取ると、
それぞれの議員の一般質問が動画でご覧いただけます。
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官
僚
制
の
弊
害
に
つ
い
て

問
　
組
織
構
造
の
フ
ラ
ッ
ト
化
を

進
め
る
た
め
に
幹
部
職
員
を
減

ら
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

答
　

現
在
の
基
礎
自
治
体
に
求
め

ら
れ
る
役
割
や
業
務
は
、
こ
れ

ま
で
と
は
比
較
で
き
な
い
ほ
ど
複
雑
で

多
様
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
で
、
社
会
経
済
情
勢
や
時
代
の

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応
じ
て
行
政
課
題
の

情
報
を
整
理
し
、
必
要
な
調
整
や
連
携

等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
長
や
副

市
長
に
よ
る
政
策
判
断
を
迅
速
か
つ
的

確
な
も
の
と
す
る
た
め
、
特
別
職
や
理

事
級
の
ポ
ス
ト
を
適
宜
設
置
し
て
き
た
。

組
織
や
ポ
ス
ト
は
実
態
に
即
し
て
機
能

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
迅

速
で
的
確
な
意
思
決
定
や
市
の
業
務
全

体
の
効
率
化
の
た
め
、
適
切
な
機
能
を

今
後
も
個
々
に
判
断
し
、
対
応
し
て
い

く
。

副
市
長
の
退
職
金
に
つ
い
て

問
　
本
市
に
お
け
る
副
市
長
の
退

職
金
は
他
市
と
比
べ
て
高
く
、

引
き
下
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市

の
考
え
を
伺
う
。

答
　

副
市
長
の
退
職
手
当
額
に
つ

い
て
は
、
新
潟
市
よ
り
も
高
い

金
額
で
あ
り
、
施
行
時
特
例
市
の
中
で

も
高
い
順
位
に
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
。
一
方
で
、
過
去
の
特
別
職
報
酬

等
審
議
会
に
お
い
て
、
退
職
手
当
の
額

や
率
の
み
を
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、

報
酬
や
手
当
等
を
含
め
た
１
任
期
の
総

収
入
額
で
比
較
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
い
う
意
見
が
出
て
い
る
。

　

本
市
に
お
け
る
特
別
職
の
報
酬
等
の

状
況
に
つ
い
て
は
、
社
会
経
済
情
勢
や

県
内
他
市
、
類
似
規
模
の
県
外
他
市
の

状
況
等
と
比
較
考
量
し
な
が
ら
審
議
会

で
審
議
さ
れ
、
答
申
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
内
容
に
基
づ
き
、
適
切
な
報
酬
や

退
職
手
当
の
額
を
決
定
し
て
い
る
。

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
つ
い
て

問
　
団
塊
の
世
代
が
全
て
後
期
高

齢
者
と
な
る
い
わ
ゆ
る
２
０
２

５
年
問
題
を
見
据
え
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
持
続
可
能
な
介

護
保
険
制
度
の
基
盤
確
保
に
つ
い
て
、

第
８
期
計
画
に
込
め
た
思
い
を
伺
う
。

答
　

第
８
期
計
画
に
お
い
て
は
、

本
市
の
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク

と
な
る
令
和
７
年
度
を
見
据
え
、
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
強
化
と
と
も
に
、
地
域
包

括
ケ
ア
の
更
な
る
推
進
が
必
要
と
考
え

る
。
こ
の
た
め
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
基
盤
整
備
を
計
画
的
に
進
め
る
と

と
も
に
、
行
政
や
医
療
、
介
護
な
ど
の

専
門
機
関
と
市
民
活
動
団
体
や
地
域
住

民
な
ど
が
連
携
し
た
、
地
域
を
基
盤
と

す
る
包
括
的
支
援
体
制
を
強
化
し
て
い

く
。
こ
う
し
た
こ
と
を
通
じ
、
誰
も
が

健
や
か
で
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い

く
。問

　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

根
幹
と
も
い
え
る
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
第
７
期
計
画
に

お
け
る
状
況
の
分
析
と
評
価
、
第
８
期

計
画
に
お
け
る
在
り
方
を
伺
う
。

答
　

第
７
期
計
画
に
お
い
て
は
、

サ
ー
ビ
ス
を
６
カ
所
新
設
す
る

と
と
も
に
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
の
定
員
を
増
や
し
た
こ
と
で
不
足
分

を
補
充
し
た
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
整
備

に
つ
い
て
計
画
は
お
お
む
ね
達
成
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、
利
用
実
績

に
つ
い
て
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

護
の
利
用
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ

は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
不

足
な
ど
が
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

第
８
期
計
画
に
お
い
て
は
、
介
護
事
業

所
と
の
連
携
を
よ
り
重
視
し
な
が
ら
、

事
業
運
営
の
課
題
の
把
握
と
分
析
に
努

め
る
と
と
も
に
、
利
用
者
へ
の
認
知
度

を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

公
文
書
管
理
に
つ
い
て

問
　
本
市
で
は
こ
こ
数
年
で
、
文

書
の
誤
廃
棄
や
重
要
な
デ
ー
タ

の
破
棄
等
の
不
祥
事
が
発
覚
し
、
公
文

書
管
理
上
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
適
切
な
文
書
管
理
は
住
民
の
知
る

権
利
の
要
請
に
答
え
る
た
め
の
ほ
か
、

業
務
効
率
化
の
要
で
も
あ
る
。
公
文
書

管
理
法
第
34
条
の
努
力
義
務
を
履
行
す

る
た
め
に
も
、
公
文
書
管
理
条
例
を
策

定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

答
　

公
文
書
管
理
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
は
、
文
書
保
存
の
方
法

も
含
め
、
今
後
包
括
的
に
研
究
し
て
い

く
。
そ
の
間
は
文
書
規
則
や
情
報
公
開

条
例
に
基
づ
き
管
理
す
る
と
と
も
に
、

職
員
へ
の
研
修
や
各
種
周
知
等
で
カ

バ
ー
し
て
い
く
。

官
製
談
合
事
件
に
つ
い
て

問
　
新
潟
市
で
は
、
昨
年
10
月
に

発
覚
し
た
同
市
に
お
け
る
官
製

談
合
事
件
に
つ
い
て
、
原
因
究
明
及
び

再
発
防
止
策
報
告
書
を
ま
と
め
た
。
こ

れ
に
対
し
、
本
市
は
２
年
前
に
発
覚
し

た
事
件
に
お
け
る
裁
判
内
容
と
見
解
が

食
い
違
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

調
査
や
検
証
を
行
わ
ず
、
職
員
に
対
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
か
ら
と
し
て

終
結
を
図
っ
た
が
、
な
ぜ
調
査
し
な
い

の
か
疑
問
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、

事
件
の
内
容
が
ほ
と
ん
ど
分
か
ら
な
い

ま
ま
今
に
至
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
新

潟
市
の
対
応
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
伺
う
。

答
　

事
件
に
関
す
る
調
査
報
告
を

ど
の
よ
う
に
行
う
か
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
が
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る

た
め
、
他
団
体
の
対
応
に
つ
い
て
コ
メ

ン
ト
す
る
立
場
に
な
い
と
考
え
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
米
百
俵
プ
レ
イ
ス（
仮
称
）に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
問
題

に
つ
い
て

問
　
福
島
第
一
原
発
事
故
後
に
原

子
力
災
害
対
策
重
点
区
域
の
範

囲
に
つ
い
て
、
５
キ
ロ
圏
内
（
Ｐ
Ａ

Ｚ
）
と
30
キ
ロ
圏
内
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
が
設

定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
市
も
Ｕ

Ｐ
Ｚ
に
入
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再

稼
働
の
実
質
的
な
事
前
了
解
権
は
、
事

故
前
と
変
わ
ら
ず
立
地
自
治
体
の
み
が

有
し
て
い
る
。
市
は
再
稼
働
の
是
非
の

意
思
を
知
事
に
伝
え
る
と
し
て
い
る
が
、

本
市
の
意
向
は
立
地
自
治
体
以
外
の
県

内
自
治
体
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ

で
リ
ス
ク
を
負
う
自
治
体
と
し
て
、
こ

の
在
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
　

知
事
は
再
稼
働
に
つ
い
て
、

立
地
自
治
体
以
外
の
自
治
体
の

意
向
を
取
り
ま
と
め
た
上
で
、
県
の
意

思
表
示
を
行
う
と
し
て
い
る
。
市
と
し

て
は
、
市
民
や
議
会
の
意
向
を
踏
ま
え

て
、
知
事
に
対
し
て
市
の
意
思
を
し
っ

か
り
伝
え
る
。
本
市
は
Ｕ
Ｐ
Ｚ
７
市
町

の
人
口
の
約
６
割
を
占
め
、
県
下
第
二

の
都
市
で
も
あ
る
の
で
、
そ
の
市
民
の

声
に
は
重
み
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
市
が
事
前
了
解
権
を
求
め
な

い
現
状
で
は
、
市
長
が
反
対
し

て
も
再
稼
働
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
場
合
、
重
大
事
故
に
至
る
と
、
立
地

自
治
体
住
民
の
避
難
が
優
先
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
再
稼
働
に
反
対
し
た
長
岡
市

民
が
、
賛
成
し
た
立
地
自
治
体
住
民
が

避
難
す
る
間
自
宅
待
機
す
る
こ
と
と
な

り
、
市
民
感
情
と
し
て
は
受
け
入
れ
が

た
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
を
ど
う

考
え
る
か
。

答
　

国
の
原
子
力
災
害
対
策
指
針

で
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
は
原
発
か
ら
距

離
が
あ
る
た
め
被
ば
く
リ
ス
ク
が
低
い

こ
と
か
ら
、
即
時
避
難
で
は
な
く
屋
内

退
避
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
指

摘
の
よ
う
な
市
民
感
情
は
理
解
す
る
と

こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
市
民
に
対
し
て
は
、

こ
の
被
ば
く
リ
ス
ク
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
る
。

総務委員会
●若者の声や定着の状況を踏まえた今後の人口減少対策の取り組み
●行政のデジタル化に伴う情報格差に対する市の認識と対応
●中核市への移行に伴う保健所設置による市民サービス向上に対する考え
●支所の拠点化についての具体的なイメージと市民への説明・公表の時期
●�不正侵入検知装置の不備等を踏まえた東京電力株式会社の原子力事業者とし
ての適格性に対する考え
●�柏崎刈羽原発30キロメートル圏内自治体の意見を原発再稼働の判断に反映さ
せることに対する考え
●新たな津波ハザードマップの特徴

３月定例会
常任委員会の所管に関する質問

　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する
「所管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。
　詳しくは会議録（５月下旬発行予定）、インターネット録画中継をご覧ください。

産業市民委員会
●ＥＣサイトを活用した農畜水産物の需要拡大
●防犯カメラの取り組み状況
●�新型コロナウイルス感染症の影響により休業させられた労働者のうち、休業
手当を受給できなかった方に対する休業支援金の申請支援
●長岡市鳥獣被害対策実施隊に対する支援策
●長岡市道院自然ふれあいの森の令和３年度末での施設廃止
●信濃川や大河津分水路を活用したインフラツーリズム
●映画「峠�最後のサムライ」の公開に伴うプロモーションの予定

文教福祉委員会
●民生委員の選定方法となり手不足に対する取り組み
●薬物乱用防止教育の取り組みの現状と今後の新たな取り組みに対する考え
●小規模学校の教育環境と今後の在り方
●小・中学校で行われる体罰に関するアンケート調査の内容と実施手順
●コロナ禍における教育現場で感じた課題等
●セーフティ・パトロールの取り組み
●持続可能な行財政運営プランを踏まえた児童クラブ有料化の方向性

建設委員会
●道路消雪組合の現状に対する市の認識と今後の対応
●路線バスキャッシュレス導入実証実験における今後の展開
●道路除雪における共助組織への支援
●�渋滞緩和アンケート調査結果に対する市の認識と川東地区における新規ス
マートＩＣの必要性
●�与板・寺泊浄水場の妙見浄水場給水区域への統合に伴う課題に対する市の認識

　６月定例会の日程は、５月中旬に決定します。日程等、詳しくはホームページをご覧ください。
　なお、傍聴される方は新型コロナウイルス対策にご協力ください。６月定例会のご案内

桑原　望
（無所属）

池田　明弘
（長岡市公明党）

諏佐　武史
（無所属）

関　貴志
（無所属）
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必要な市民サービスの確保に向けた必要な市民サービスの確保に向けた
行財政の変革に挑戦する予算に賛成行財政の変革に挑戦する予算に賛成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市民クラブ
� クラブ長　　加藤　尚登　

　長期化する新型コロナウイルス感染症との闘いの中、長岡市の令和３年度
当初予算は、中小企業の販路拡大や業態変換等のチャレンジへの支援、オン
ラインを活用した企業説明会の企画等の雇用対策、感染防止対策を徹底した
イベントの支援等、ウィズコロナでの変化を促進する施策と、ウィズコロナ

でもやらなければならない事業への予算を拡充されました。
　また、地方分散の流れを受け止め、ながおか魅力発信課や移住定住相談セ
ンターの設置など「選ばれるまち長岡」を目指す姿を明確にされました。
　このように、社会環境の変化に機敏に対応した本予算は、市税が23億５千
万円の減収となる見込みの中、地方交付税の増額や新型コロナウイルス感染
症対策地方税減収補填

てん

特別交付金、同感染症対応地方創生臨時交付金など、
国による特例的な予算措置を踏まえて編成されました。
　まもなく策定される、持続可能な行財政運営プランの着実な実行により、
必要な市民サービスが柔軟かつ迅速に確保されるよう、スリムで筋肉質な財
務体質の実現に向けた不断の努力を要望して、本予算案に賛成します。

令和令和３３年度一般会計当初予算に対する各会派の意見年度一般会計当初予算に対する各会派の意見

　ホームページでは、本会議と常任委員会を生中継・録画中継しているほか、議会の日程や議案等の概要、
会議録等も掲載しています。ぜひアクセスしてください。なお、本会議・常任委員会は、ケーブルテレビ
でもご覧いただけます。（再放送は開催日当日の午後７時から）

ホームページで
議会情報発信中！ 検索長岡市議会

直面する危機から市民を守り、直面する危機から市民を守り、
安心安全なまちづくりをめざす予算に賛成安心安全なまちづくりをめざす予算に賛成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡令和クラブ
� クラブ長　　山田　省吾　

　令和３年度の当初予算は、新型コロナウイルス感染症をはじめとする危機
への対応や市民の活力を生み、安心して暮らせる地域づくりの推進、地方へ
の分散とその受け皿づくりを核とした予算となっています。
　具体的には、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策や医療体制支援、感

染症の影響を受ける地域経済の下支え支援、そして地域共生社会の実現のた
め、中山間地域の集落支援と持続可能な地域づくりの支援などが盛り込まれ
ています。
　また、今後の財政運営についても、地方税収入が大幅に減少する見込みの
中、臨時財政対策債の新規発行や、財政調整基金の取り崩し額を可能な限り
抑え、必要な行財政改革を行うなど、健全財政の維持に努力している市の姿
勢と、これを予算に反映させている点を評価します。
　最後に、令和３年度の予算執行を速やかに実行し、市民生活や地域経済が
コロナ禍の前のような活気を取り戻し、魅力とにぎわいに満ちた長岡市にな
ることを切に願い、令和３年度一般会計予算に賛成します。

新型コロナウイルス感染症防止に尽くし新型コロナウイルス感染症防止に尽くし
市民の安全と暮らしを守る予算に賛成市民の安全と暮らしを守る予算に賛成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共産党市議団
� 団長　　笠井　則雄　

　令和３年度予算は厳しい財政状況の下で、新型コロナウイルス感染症拡大
防止に全力を尽くすとともに、危機に対応したまちづくり、安心して暮らせ
るまちづくり、地方分散の受け皿づくりを力強く進めるとしており、市内病
院の医療提供体制への支援や介護施設等職員のＰＣＲ検査受検の支援、鳥獣

被害対策の強化、フードバンクや子ども食堂など子どもの貧困対策の推進、
販路拡大や業態転換等に取り組む中小企業の支援、企業誘致促進事業、地元
就職やＵ・Ｉターン就職等の支援等を評価します。
　なお、コロナ禍で苦境にあえぐ飲食関連業者や就職困難者、学生等への支
援をさらに強めるよう要望します。また、柏崎刈羽原発については、度重な
る失態を繰り返す東電の再稼働を許さないとともに、大雪や災害時を想定し
た原子力防災訓練を要望します。
　持続可能な行財政運営プランは市民の痛みも求めています。大手通坂之上
町地区市街地再開発事業は、過大投資とならないよう見直しも必要です。公
共施設の縮小・廃止計画や管理運営の見直しは、関係者の納得と同意の上で
進めるよう要望し、本予算に賛成します。

新型コロナウイルスから新型コロナウイルスから
市民の暮らしと命を守る予算に賛成市民の暮らしと命を守る予算に賛成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民成クラブ
� クラブ長　　五十嵐良一　

　最優先すべきは、新型ウイルスから市民の暮らしと命を守ることにつきま
す。国の対策や対応が不十分な中、長岡市として最大限の予算措置と対策を
取られていることを評価します。
　一方、人口減少や少子高齢化は本市においても歯止めがかからず、その対

策は当然強化し、その現実を踏まえた行財政の在り方も真剣に考えなければ
なりません。このような考えに基づいた行財政改善計画ですが、その実施に
当たっては、以下の点に留意されることを求めます。
① 各種使用料、手数料等は、市民の生活や活動に直結するため、慎重に対応

すること
② 大型事業の展開には、財政に及ぼす影響も念頭に、慎重に対応すること
③ 幅広い地域の市民の要望や願いは、切実な声であるため、このことを十分

踏まえた事業展開を行うこと
　新型コロナウイルスの危機を市民の総力で乗り越え、その先の持続可能な
長岡市に向けてのリーダーシップを期待し、本予算に賛成します。

直面する危機から市民を守り、直面する危機から市民を守り、
暮らしやすく、選ばれるまちをつくる予算に賛成暮らしやすく、選ばれるまちをつくる予算に賛成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長岡市公明党
� 代表　　藤井　達徳　

　令和３年度予算は、新型コロナウイルス感染症をはじめとする危機への対
応など４つの重点施策を柱とした予算編成となっています。特に直面する危
機への対応として、感染症対策や甚大な影響を受けている地域経済への支援、
頻発する水害等への備えとしてハード・ソフト一体となった防災・減災対策

に取り組むこととなっています。また、子育て支援や障害者、高齢者などが
安心して暮らせる地域づくりの推進、さらには新しい米百俵による人材育成
や教育環境の整備といった未来への投資とともに、地方分散化に向けた受け
皿整備も行います。こうした政策は、市の現在と将来を見据えた施策展開と
して評価するものです。一方、新年度の財政見通しは、感染症の影響により
市税収入が大幅に減少するなど大変厳しい状況にあり、持続可能な行財政運
営プランの着実な実施など、行財政改革にも全力で取り組む必要があります。
　新年度予算が「直面する危機から市民を守り、暮らしやすく、選ばれるま
ちをつくる予算」として有効に執行されることを要望し、本予算に賛成しま
す。
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市議会の活動状況
議員協議会を開催
　議員協議会を開催し、以下の項目について市から説明
があり、議員から質疑が行われ、意見が出されました。
２月２日
①「長岡市水道事業経営戦略（案）」について
②「長岡市下水道事業経営戦略（案）」について
③「長岡市公共建築物適正化計画（案）」について
２月12日
①令和３年度当初予算（案）について
②「持続可能な行財政運営プラン」の検討状況について
３月22日
　「持続可能な行財政運営プラン（案）」について

議員協議会の様子

２月
１日 議会運営委員会
２日 議員協議会
12日 議員協議会
24日 人口減少対策特別委員協議会

25日
議会運営委員会
まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会

３月

３　
月　
定　
例　
会　
（
22
日
間
）

１日

議会運営委員会
本会議（招集日）
文教福祉委員会
産業市民委員会
建設委員会
総務委員会

２日

本会議
３日
４日
５日
８日

産業市民委員会
９日
10日

文教福祉委員会
12日
15日 建設委員会
17日

総務委員会
18日

総務委員協議会

22日

まちづくり・新エネルギー対策特別委員協議会
議会運営委員会
文教福祉委員会
総務委員会
本会議（最終日）
議員協議会

25日 人口減少対策特別委員協議会

会派別議案等賛否一覧表
３月定例会 ○：会派全員が賛成　×：会派全員が反対

会　派　名
（　）は所属議員数

議　案　等
�

市
民
ク
ラ
ブ�
⒃

長
岡
令
和
ク
ラ
ブ�
⑸

長
岡
市
公
明
党�

⑶

民
成
ク
ラ
ブ�

⑵

共
産
党
市
議
団�

⑵

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

無

所

属

Ｃ

無

所

属

Ｄ

議決結果

市　

長　

提　

出　

議　

案

専 決 処 分 専決第１号　令和２年度一般会計補正予算　ほか３件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

予　
算

当 初 令和３年度一般会計　ほか９件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

補　 正
令和２年度一般会計　ほか９件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
令和３年度一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条　
例

制 定 まち・ひと・しごと創生基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

一部改正
公民館条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決
職員の服務の宣誓に関する条例　ほか19件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

廃　　止 地域政策監の設置に関する条例及び危機管理監の設置
に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ の 他

市道路線の認定、変更及び廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
財産の処分（旧青少年文化センター敷地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
財産の無償貸付け（旧市営牧場牧草地） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
公共施設の相互利用に関する協定の一部変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
長岡市及び三条市における公の施設の相互利用に関す
る協定の一部変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人　　 事 副市長の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議

員

提
出
議
案

決　　 議 差別や偏見、誹謗中傷をなくし、共に支え合いながら
新型コロナウイルス感染症の克服を目指す決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

委
員
会

提
出
議
案

会 議 規 則
一 部 改 正 議会会議規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

副市長の選任に同意
　３月22日の本会議最終日において、副市長
に大滝靖氏（前地域政策監）を選任すること
に同意しました。

会派別議員名簿（３月22日現在）

市民クラブ

加藤　尚登　　池田　和幸
大竹　雅春　　深見　太朗
多田　光輝　　豊田　　朗
荒木　法子　　田中　茂樹
長谷川一作　　丸山　勝総
古川原直人　　関　　正史
松井　一男　　酒井　正春
高野　正義　　五井　文雄

長 岡 令 和
ク ラ ブ

山田　省吾　　関　　充夫
神林　克彦　　松野憲一郎
杵渕　俊久

長岡市公明党
藤井　達徳　　池田　明弘
中村　耕一

民成クラブ 五十嵐良一　　小坂井和夫

共産党市議団 笠井　則雄　　諸橋　虎雄

無 所 属

Ａ　諏佐　武史
Ｂ　桑原　　望
Ｃ　水科　三郎
Ｄ　関　　貴志
Ｅ　丸山　広司（議長）

３月定例会で可決した決議
差別や偏見、誹謗中傷をなくし、共に支え合いながら

新型コロナウイルス感染症の克服を目指す決議
　新型コロナウイルス感染症は、急速な広がりを見せ、国内外を問わず深刻な問題となっています。
本市においては、市民の協力により感染者数は抑えられているものの、市民生活や社会経済活動に大
きな影響が生じており、市民は先行きが見通せない不安を抱えた生活を余儀なくされています。
　このような中、感染者やその家族、医療従事者などについて、ＳＮＳ等の媒体によって心ない誹謗
中傷、憶測による誤った情報の拡散、個人や感染経路を詮索する事例等が発生していることは憂慮す
べきことであり、人権擁護の観点からも看過できません。
　新型コロナウイルス感染症は、誰もが感染する可能性があります。今私たちが行うべきことは、感
染防止策の徹底であって、感染者等を誹謗中傷することではありません。医療従事者をはじめ、多く
の方々が困難な状況の中で奮闘されているこの時にあって、何よりも大切なことは、私たち一人一人
が正しい認識の下、思いやりを持って共に支え合うことです。
　よって、本市議会は、市民と共に支え合いながら、新型コロナウイルス感染症に係る差別や偏見、
誹謗中傷の根絶を目指すとともに、この困難の克服に向けて全力を挙げて取り組んでまいります。
　以上、決議する。

決　議：市議会の意思を対外的に表明することが必要である場合になされる議決のこと


